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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程が体

系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣

旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 

本校の教育目標を，資料５－１－①－１に示す。本校では「明日を拓く創造性豊かな実践的技術者

の育成」という教育理念に沿って，A. 国際社会の一員として活動でき，B. 誠実で豊かな人間性と広

い視野をもち，C. 広い分野の基礎知識と優れた創造力・開発力をもち，D. 継続的に努力する姿勢と

さかんな研究心をもち，E. 強調性と積極性をもって信頼され，F. 技術と社会や自然との係わりを理

解し社会的責任を自覚できる技術者の育成を目標としている。 

低学年では豊かな人間性の涵養と専門科目への円滑な接続を図るために多くの一般科目を開設し，

高学年では専門基礎科目と実験・実習を重視した科目を開設している。本校の教育課程は資料５－１

－①－２に示すとおりである。 

 

資料５－１－①－１ 

教育目標 

教育目標 

本校は「明日を拓く創造性豊かな実践的専門教育」を教育理念として，教育目標を以下の

ように定めています。 

Ａ．国際社会の一員として活動できる技術者 

Ｂ．誠実で豊かな人間性と広い視野をもつ技術者 

Ｃ．広い分野の基礎知識と優れた創造力・開発力をもつ技術者 

Ｄ．継続的に努力する姿勢とさかんな研究心をもつ技術者 

Ｅ．協調性と積極性をもち信頼される技術者 

Ｆ．技術と社会や自然との係わりを理解し社会的責任を自覚できる技術者 

（出典：平成 23 年度 各学科シラバス p.1） 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 102 - 

 

 

資料５－１－①－２ 

教育課程（一般教科）１/６ 

 

 

（出典：平成23年度 学生便覧 p.63） 
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資料５－１－①－２ 

教育課程（機械工学科）２/６ 

 

（出典：平成23年度 学生便覧 p.67） 
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資料５－１－①－２ 

教育課程（電気情報工学科）３/６ 

 
（出典：平成23年度 学生便覧 p.70） 
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資料５－１－①－２ 

教育課程（制御情報工学科）４/６ 

 

（出典：平成23年度 学生便覧 p.72） 
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資料５－１－①－２ 

教育課程（物質化学工学科）５/６ 

 

（出典：平成23年度 学生便覧 p.75） 
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資料５－１－①－２ 

教育課程（特別活動）６/６ 

 

（出典：平成23年度 学生便覧 p.78） 

 

一般科目には人文社会系科目と自然科学系科目があり，多くが必修科目である。これらの一般科目

は科目系統図（資料５－１－①－３）に示すとおり，本校の教育目標を実現するための基礎となる科

目となっている。人文社会系科目は豊かな人間性の涵養のために，また，自然科学系科目は各学科の

専門を学ぶための基礎で，専門科目への接続が円滑になるように配置されている。そのため，低学年

であるほど一般科目が多く，専門科目が少ない構成となっている。専門科目は，科目系統図（前出資

料５－１－①－３）に示すとおり，各学科とも学年が進むに従ってその科目数が多くなり，内容が高

度になるように段階的に配置されている。また，幅広い工学知識を身に付けさせるために他専門分野

の基礎的な科目も配置している。これらの授業科目およびカリキュラムは先に示した本校の教育目標

を達成するために編成されていて，シラバス（資料５－１－①－４）には，その授業科目が本校の教

育目標のどの項目に対応するものかが明示されている。 
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資料５－１－①－３ 

科目系統図（機械工学科）１/４ 

 

（出典：平成23年度 機械工学科シラバス p.12） 
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資料５－１－①－３ 

科目系統図（電気情報工学科）２/４ 

 

（出典：平成23年度 電気情報工学科シラバス p.12） 
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資料５－１－①－３ 

科目系統図（制御情報工学科）３/４ 

 

（出典：平成23年度 制御情報工学科シラバス p.12） 
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資料５－１－①－３ 

科目系統図（物質化学工学科）４/４ 

 
（出典：平成 23 年度 物質化学工学科シラバス p.12） 
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資料５－１－①－４ 

教育目標 C を達成することを目標とした授業のシラバス（例）１/２ 

 

（出典：平成 23 年度 機械工学科シラバス p.39） 
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資料５－１－①－４ 

教育目標Ｄを達成することを目標とした授業のシラバス（例）２/２ 

 

（出典：平成 23 年度 機械工学科シラバス p.99） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

本校では「明日を拓く創造性豊かな実践的技術者の育成」という教育理念に沿って，A. 国際社会

の一員として活動でき，B. 誠実で豊かな人間性と広い視野をもち，C. 広い分野の基礎知識と優れた

創造力・開発力をもち，D. 継続的に努力する姿勢とさかんな研究心をもち，E. 強調性と積極性をも

って信頼され，F. 技術と社会や自然との係わりを理解し社会的責任を自覚できる技術者の育成を目

標としている。 

上記教育目標を達成するため，低学年では多くの一般科目を開設し，高学年では専門基礎科目と実

験・実習を重視した科目を開設していて，低学年から高学年へスムーズな接続がなされるよう授業科

目が適切に配置されている。また，科目系統図から明らかなように，教育課程が体系的に編成されて

いる。 

これらの授業科目およびカリキュラムは先に示した本校の教育目標を達成するために編成されてい

て，シラバスには，その授業科目が本校の教育目標のどの項目に対応するものかが明示されていて，

授業の内容が教育の目的を達成するために適切であることを保証している。 

以上のことから，教育課程が教育の目的に照らして体系的に編成されており，その内容は教育目標

を達成するために適切なものになっている。 

 

観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発

展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

 

学生の多様なニーズおよび社会からの要請等に配慮して高学年ではコース制を設けている。電気情

報工学科では第５学年で電力応用コースと情報応用コース，制御情報工学科では第５学年で制御コー

スと情報コース，物質化学工学科では第４・５学年でプロセス工学コースと生物工学コースに分けて

選択できるようにしている。これにより，学生のニーズを満たし個性を伸ばす教育課程になっている

（前出資料５－１－①－２）。 

機械工学科，電気情報工学科，制御情報工学科および物質化学工学科の第４学年では実践創造技術

（資料５－１－②－１）を，第５学年では実践工学（資料５－１－②－２）を開設している。これら

の授業は，実際に現場で活躍している企業技術者や外部講師のチームティーチングにより，実際の現

場で起こっている課題についてその解決法を見出していったり，社会に必要な「社会人力」養成をす

るもので，学術の発展の動向および社会からの要請に配慮した実践的教育を具現化したものである。 
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資料５－１－②－１ 

授業科目「実践創造技術」のシラバス 

 

（出典：平成 23 年度 機械工学科シラバス p.87） 
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資料５－１－②－２ 

授業科目「実践工学」のシラバス 

 

（出典：平成 23 年度 機械工学科シラバス p.107） 
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また，第一線で活躍している講師による学校主催の先端科学特別講演会を卒業研究の一環としてま

いとし開催し，学生は企業からの参加者とともに受講している。平成23年度は「GNSSの現状と日本の

測位衛星“みちびき”の今後の展望」と題して開催した（資料５－１－②－３）。このような講演会

を開催することによって，学生たちは学術の発展の動向を知ることができる。 

 

資料５－１－②－３ 

平成 23 年度先端科学特別講演会のポスター 

 

（出典：総務課資料） 
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インターンシップの一環として第４・５学年で校外実習を実施している（授業科目名は「校外実習

Ⅰ，Ⅱ，およびⅢ」）。これは企業における実践的学習を通して学習意欲を高め，企業の実態に触れ，

問題解決の手法を学び，さらに学習意欲を向上させることが狙いである（資料５－１－②－４）。校

外実習については，報告書の提出，報告会を経て単位を認定している（資料５－１－②－５）（資料

５－１－②－６）。このインターンシップも，学生の多様なニーズに応え，学術の発展の動向を知る

ことができ，学生と就職企業とのミスマッチを防止するという社会からの要請に応えるものである。 

さらに，これからのグローバル時代にはグローバルな人材養成が必要との社会的要請に応えるため，

国際的な教育の実践として，高専機構で実施する海外インターンシップ，ならびに本校で実施してい

る海外インターンシップを設定し，本科第４学年および専攻科1学年の学生が積極的に参加している。

第４・５学年の校外実習と同様に報告書の提出，報告会を経て単位を認定している（資料５－１－②

－７）（資料５－１－②－８）。 
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資料５－１－②－４ 

校外実習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲのシラバス 

 

（出典：平成 23 年度 機械工学科シラバス p.67） 
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資料５－１－②－５ 

平成 23 年度校外実習報告書（例） 

 

個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－１－②－６ 

校外実習 単位認定実績 

 

（出典：学生課資料） 

 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 122 - 

 

 

資料５－１－②－７ 

平成 23 年度海外インターンシップ報告書（例，全 7 ページより抜粋） 

 

個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－１－②－８ 

海外インターンシップ 単位認定実績 

 

（出典：学生課資料） 

 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 124 - 

 

学生の多様なニーズに応えるため，課題研究としてロボット製作及びプログラム製作に対して単位

を認定しており（資料５－１－②－９），その実績は資料５－１－②－10のとおりである。 

また，特別学修として大学等における学修，実用英語技能検定等15種の外部資格の取得に対して単

位を認定（資料５－１－②－11）しており，その実績は資料５－１－②－12のとおりである。この特

別学修も，学生の多様なニーズに応え，学術の発展の動向および社会からの要請に配慮して設定され

ているものである。 
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資料５－１－②－９ 

課題研究に関する規定 

 

（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.92, 93） 

 

資料５－１－②－10 

課題研究 単位認定実績 

 
（出典：学生課資料） 
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資料５－１－②－11 

特別学修に関する規定（１/２） 

 

（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.94） 
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資料５－１－②－11 

特別学修に関する規定（２/２） 

 

（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.95） 
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資料５－１－②－12 

特別学修 単位認定実績 

 

（出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 

学生の多様なニーズ，社会からの要請等に配慮して高学年ではコース制を設けており，学生のニー

ズを満たして個性を伸ばす教育課程になっている。 

機械工学科，電気情報工学科，制御情報工学科および物質化学工学科の第４学年では実践創造技術

を，第５学年では実践工学を開設し，実際の現場で活躍している複数の外部講師による実践的教育を

実施している。これら授業では，実際の現場で起こっている課題解決を図ることで学術の発展の動向

を知ることができ，また，実践的問題解決能力を養うことで社会の要請に応える内容となっている。 

第一線で活躍している講師による学校主催の先端科学特別講演会を卒業研究の一環として開催して

いる。これにより，学生たちは最新の学術の発展動向を知ることができる。 

インターンシップの一環として第４・５学年で校外実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（選択科目：各１単位）を実施

し，報告書の提出と報告会を行い，単位を認定している。この校外実習は，学生の多様なニーズに応

えるだけでなく，学術の発展動向を知ることにも役立ち，また学生と企業の人材のミスマッチを事前

に防止するという社会からの要請にも応えることになる。 

グローバル人材の養成という社会的な要請に応えるため，海外インターンシップを実施し，国際的

教育を実践している。海外インターンシップは，報告書の提出および報告会を経て単位を認定してい

る。 

学生の多様なニーズに応えるため，ロボット製作及びプログラム製作を課題研究として単位認定し

ている。また，大学等における学修，実用英語技能検定等15種の外部資格の取得も特別学修として単

位認定している。これは学生の多様なニーズに応えるだけでなく，学術の発展動向を知ることにもな
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り，さらに社会からの要請にも応えるものである。 

以上のことから，教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発展

動向，社会からの要請等に配慮している。 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

（観点に係る状況）  

 

実践的技術者を育成するという大目標に照らし，本校は実験・実習を特に重視している。例えば，

進級及び卒業の認定に当たり，当該学年で必ず単位を修得しなければならない科目（その科目を修得

することなしに進級・卒業を認めない科目）を学科ごとに定めている（資料５－２－①－１）が，そ

のような科目は全て実験・実習系科目であり，これらの科目を修得することで実践的技術者育成を図

っている。 

また，本校では第１学年で混合学級制をとっており，教室では異なる学科の学生と机を並べて学習

する。加えて，実験・実習系科目である「基礎製図」「ものづくり実験実習」についても混合学級の

形態のまま履修するので，全学科の学生が実践的技術者の共通の基礎を固めることができる。 

講義，演習，実験・実習の単位数の配分は各学科の目標達成に必要な科目を配置した結果であり，

資料５－２－①－２に例を示すとおりである。この配分結果は，実験・実習及び演習の比率が大きく

実践的技術者育成に適した配分になっている。 
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資料５－２－①－１ 

当該学年において必ず修得しなければならない授業科目 

 
（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.89） 

 

資料５－２－①－２ 

授業形態別単位数（平成 23 年度 機械工学科） 

 
（出典：学生課資料） 
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講義，演習，実験・実習といった授業形態について，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導

法の工夫について以下に示す。 

講義科目については，新入生の基礎学力を入学時テストによって把握し，基礎学力が不足している

と判定される学生を対象に，英語と数学，それぞれ週1回の補習授業を行っている（資料５－２－①

－３）。補習授業は対象学生の数も限定されるので，一人一人に対してきめ細かい指導を行うことが

できる。 

また，特に英語の学習指導法の工夫については，e-learningがある（資料５－２－①－４）。これ

は，英語教材販売大手ALC（アルク）と提携し，ネットにアクセスする環境さえあれば英語の自主学

習ができる仕組みである。具体的には，学生はe-learningのウェブページにアクセスし，リスニング

やTOEIC対策の講座を受講する。このe-learningシステムにより，学生は英語を自主的に学習するこ

とができる。 

 

資料５－２－①－３ 

英語および数学の補習授業（赤枠） 

 

（出典：平成 23 年度 前期授業時間割） 

 

資料５－２－①－４ 

英語 e-learning の画面 

 

（出典：e-learning ウェブページ） 
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演習系を含む授業科目についての指導方法の工夫としては，Moodleが挙げられる（資料５－２－①

－５）。これは，授業担当教員がネット上に授業用ページを作成したものである。授業科目ごとに作

成されたページを通して，授業用資料を配布したり，レポートを提出したり，アンケートを行ったり，

宿題を出したり，学生からの質問を受け付けたり，定期試験の予想問題およびその解答例をアップし

たりできる。Moodleを利用することで，教員から学生への一方通行の授業ではなく，教員から学生，

学生から教員へといった双方向のコミュニケーションが取れる。 

 

資料５－２－①－５ 

Moodle の画面 

 

（出典：Moodle ウェブページ） 
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また，演習系授業における学習指導法の工夫として，パソコン台数の充実した電子計算機室および

CAD室の利用が挙げられる。電子計算機室は2つの実習室にパソコンがそれぞれ45台，CAD室にはパソ

コンが50台設置されている（資料５－２－①－６）。このようにパソコンの台数を充実させることで，

演習系授業（プログラムを組んだり，CADによる設計を行う演習系授業）においては，学生1人1人が

それぞれパソコンを使用することができる。 

 

資料５－２－①－６ 

パソコン台数が充実している電子計算機室(上)および CAD 室(下) 

 

（出典：平成 23 年度 学校要覧 p.40） 
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さらに，指導方法の工夫の一つとして，「学生どうしの教え合い」の仕組みの導入がある。これは，

主に低学年学生の基礎学力強化のため，4年生以上の高学年生をティーチングアシスタント(TA)とし

て採用し，低学年学生の学習補助を行ってもらう取組みである。授業だけでは理解しにくい，質問し

にくい，という学生も，年の近い先輩相手には質問をし易い。また，TAから普段の勉強方法などのア

ドバイスを受けることもあり，低学年学生の勉強意欲向上も狙える取組みである。（資料５－２－①

－７）および（資料５－２－①－８）は，平成23年度11月のTA割り振り表，および平成23年度のTA設

定日を示している。 

 

資料５－２－①－７ 

TA（ティーチング・アシスタント）割り振り表（平成 23 年度 11 月) 

 

個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－①－８ 

TA（ティーチング・アシスタント）設定日 

 

（出典：学生課資料） 
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実験・実習系科目の学習指導法の工夫としては，できるだけ少人数の班分けをして，実験・実習時

にきめ細かい指導ができるようにしている。このことは，実験・実習時の安全を確保するためにも必

要なことである。例として，機械実習工場の旋盤設備の写真を示す（資料５－２－①－９）。旋盤の

台数は15台であり，1班あたりの学生の人数が10人程度であることを考えると，設備の台数は充分で，

学生が効果的に授業に取り組める。 

 

資料５－２－①－９ 

機械実習工場の旋盤設備 

 

（出典：総務課資料） 
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その他，指導法の工夫としては，教員による「学習指導案の作成」の試みが挙げられる。これは，

本校のFD（教育改善活動）室から提案されたもので，授業にあたって事前に「学習指導案」（資料５

－２－①－10）を作成するものである。学習指導案は授業の目的・ねらいを明確にし，授業への導入

・展開・まとめといった大項目の時間配分を事前に決めておき，それぞれの大項目での学習内容，指

導上の留意点など全てを1枚の紙面にまとめておくものである。教員は学習指導案を作成することで，

授業の展開を考え，内容を吟味することができる。平成23年度は，この学習指導案を作成して授業を

行う研究授業が27回の授業で実施された。資料５－２－①－11は平成23年度の研究授業実績である。 

 

資料５－２－①－10 

学習指導案（例） 

 

（出典：FD 室資料） 
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資料５－２－①－11 

平成 23 年度 研究授業実績一覧 

 

（出典：FD 室資料） 
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最後に，適切な学習指導法の工夫の一環として，教員のオフィスアワーの設定を挙げる。学生が授

業内容について質問事項があるとき，学生は教員の居室を訪れる。しかし，その時に教員が不在であ

れば，学生は質問に対する回答を得ることができない。このような行き違いを減らすため，教員にオ

フィスアワーを各々設定してもらい（資料５－２－①－12），そのオフィスアワーの時間帯には教員

に在室してもらう。学生は，質問がある場合には校内掲示板に張ってある教員オフィスアワー表を見

てその教員のオフィスアワー時間帯に訪問すれば，確実に教員と面会し，質問ができる。資料５－２

－①－13は，平成23年度オフィスアワーの実績である。 
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資料５－２－①－12 

教員のオフィスアワー（平成 23 年度後期）１/２ 

 
（出典：学生課資料） 
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資料５－２－①－12 

教員のオフィスアワー（平成 23 年度後期）２/２ 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－①－13 

オフィスアワー実績（平成 23 年度前期） 

 

個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

授業形態の割合は，講義に対して実験・実習の割合が相対的に多く，実践的技術者の育成に適した

ものになっている。第１学年においては混合学級制を採用しており，所属学科に関わらず実践的技術

者としての基礎を学べるようになっている。 

授業形態や授業科目に応じて，それぞれに適した学習指導法の工夫が行われている。具体的には，

以下に示す工夫が挙げられる。 

講義科目については，新入生の基礎学力を入学時テストによって把握し，基礎学力が不足している

と判定される学生を対象に，英語と数学，それぞれ週1回の補習授業を行っている。補習授業は対象

学生の数も限定されるので，一人一人に対してきめ細かい指導を行うことができる。 

また，特に英語の学習指導法の工夫については，e-learningがある。これは，英語教材販売大手

ALC（アルク）と提携し，ネットにアクセスする環境さえあれば英語の自主学習ができる仕組みであ

る。具体的には，学生はe-learningのウェブページにアクセスし，リスニングやTOEIC対策の講座を

受講する。このe-learningシステムにより，学生は英語を自主的に学習することができる。 

演習系を含む授業科目についての指導方法の工夫としては，Moodleが挙げられる。これは，授業担

当教員がネット上に授業用ページを作成したものである。授業科目ごとに作成されたページを通して，

授業用資料を配布したり，レポートを提出したり，アンケートを行ったり，宿題を出したり，学生か

らの質問を受け付けたり，定期試験の予想問題およびその解答例をアップしたりできる。Moodleを利

用することで，教員から学生への一方通行の授業ではなく，教員から学生，学生から教員へといった

双方向のコミュニケーションが取れることになる。 

また，演習系授業における学習指導法の工夫として，パソコン台数の充実した電子計算機室および

CAD室の利用が挙げられる。電子計算機室は2つの実習室にパソコンがそれぞれ45台，CAD室にはパソ

コンが50台設置されている。このようにパソコンの台数を充実させることで，演習系授業（プログラ

ムを組んだり，CADによる設計を行う演習系授業）においては，学生1人1人がそれぞれパソコンを使

用することができる。 

さらに，指導方法の工夫の一つとして，TAによる学生どうしの教え合いの仕組みの導入がある。こ

れは，主に低学年学生の基礎学力強化のため，4年生以上の高学年生をティーチングアシスタント

(TA)として採用し，低学年学生の学習補助を行ってもらう取組みである。授業だけでは理解しにくい，

質問しにくい，という学生も，年の近い先輩相手には質問をし易い。また，TAから普段の勉強方法な

どのアドバイスを受けることもあり，低学年学生の勉強意欲向上も狙っている。 

実験・実習系科目の学習指導法の工夫としては，できるだけ少人数の班分けをして，実験・実習時

にきめ細かい指導ができるようにしている。このことは，実験・実習時の安全を確保するためにも必

要なことである。また，実習機器設備の台数を充実させて，学生が効果的に授業に取り組めるように

している。 

その他，指導法の工夫としては，教員による「学習指導案の作成」の試みが挙げられる。これは，

本校のFD（教育改善活動）室から提案されたもので，授業にあたって事前に「学習指導案」を作成す

るものである。学習指導案は授業の目的・ねらいを明確にし，授業への導入・展開・まとめといった

大項目の時間配分を事前に決めておき，それぞれの大項目での学習内容，指導上の留意点など全てを

1枚の紙面にまとめておくものである。教員は学習指導案を作成することで，授業の展開を考え，内
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容を吟味することができる。この学習指導案作成の取組みも，学習指導法の工夫の一環である。 

最後に，適切な学習指導法の工夫の一環として，教員のオフィスアワーの設定を挙げる。学生が授

業内容について質問事項があるとき，学生は教員の居室を訪れる。しかし，その時に教員が不在であ

れば，学生は質問に対する回答を得ることができない。このような行き違いを減らすため，教員にオ

フィスアワーを各々設定してもらい，そのオフィスアワーの時間帯には教員に在室してもらう。学生

は，質問がある場合には校内掲示板に張ってある教員オフィスアワー表を見てその教員のオフィスア

ワー時間帯に訪問すれば，確実に教員と面会し，質問ができる。このオフィスアワーの設定も，学習

指導法の工夫の一つである。 

以上のことから，教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 

シラバスに記載する内容等の編成方針は教務委員会において審議し，その内容を規定したシラバス

の様式（資料５－２－②－１）（資料５－２－②－２）を教務便覧に記載して全教員（非常勤を含

む）に周知している。各科目担当教員は教育課程の編成の趣旨に沿ってシラバスを作成し，学科別に

冊子にまとめ，年度当初に全教員及び全学生に配付している（前出資料５－１－①－３）。 

各授業科目のシラバスには単位数，一般/専門の別，授業の目標・概要，その授業が対応する本校

教育目標，事前学習・履修上の注意点，週ごとの授業項目予定，その授業項目における評価内容，試

験回数，授業時間数，評価方法・評価基準，関連科目，教科書および参考書，オフィスアワーについ

て記載されていて，学生にとって必要な情報が網羅されている。授業担当教員は最初の授業で学生に

シラバスの内容について説明を行い，授業内容等の周知に努めている。 

また，シラバスの授業項目ごとに，学生自身が授業の達成度を自己評価することに活用する欄も設

けられている。この学生による達成度の点検は，学生のみならず，教員が学生の達成度を随時確認し

授業に反映させることとしている。 
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資料５－２－②－１ 

シラバス様式（履修単位用） 

 

（出典：平成 23 年度 教務便覧 p.22） 
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資料５－２－②－２ 

シラバス様式（学修単位用） 

 

（出典：平成 23 年度 教務便覧 p.23） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

シラバスに記載する内容等の編成方針は教務委員会において審議し，その内容を規定したシラバス

の様式を教務便覧に記載して全教員（非常勤を含む）に周知している。各科目担当教員は教育課程の

編成の趣旨に沿ってシラバスを作成し，学科別に冊子にまとめ，年度当初に全教員及び全学生に配付

している。 

各授業科目のシラバスには単位数，一般/専門の別，授業の目標・概要，その授業が対応する本校

教育目標，事前学習・履修上の注意点，週ごとの授業項目予定，その授業項目における評価内容，試

験回数，授業時間数，評価方法・評価基準，関連科目，教科書および参考書，オフィスアワーについ

て記載されていて，学生にとって必要な情報が網羅されている。授業担当教員は最初の授業で学生に

シラバスの内容について説明を行い，授業内容等の周知に努めている。 

また，シラバスの授業項目ごとに，学生自身が授業の達成度を自己評価することに活用する欄も設

けられている。この学生による達成度の点検は，学生のみならず，教員が学生の達成度を随時確認し

授業に反映させることとしている。 

以上，教育課程の編成の趣旨に沿ってシラバスが作成され，事前に行う準備学習，教育方法や内容，

達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用されている。 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活

用が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 

本校では創造性や工学デザイン能力の育成を目的に，次に示す授業を行っている。 

２年生全員を対象に複数の一般教科（物理，数学，政経，国語，英語）による連携授業を行ってい

る（資料５－２－③－１）。具体的には，例えば平成23年度には，「環境」をテーマとした連携授業

を行った。複数授業で統一テーマを取り上げることで，異なる観点からそのテーマについて深く思考

し，総合的な視点や考え方を学ぶことを狙いとしている。 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 148 - 

 

 

資料５－２－③－１ 

創造性を育む授業の例（平成 23 年度 2 年生の連携授業） 

 

（出典：学生課資料） 
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機械工学科第３学年の機械設計実習Ⅲではロボットの設計･製作とコンテスト（資料５－２－③－

２）および（資料５－２－③－３）を行っている。この授業では，移動機構と相手を攻撃する機構を

持っている相撲ロボットを製作する。学生は2人一組のチームを作り，移動機構や攻撃機構を具備し

たロボットのコンセプトを考え，3D-CADによってロボットを設計し，実際にロボット本体を製作し，

その動きに不具合があればその原因究明および改善を行う。 

 

資料５－２－③－２ 

機械設計実習Ⅲのシラバス 

 

（出典：平成 23 年度 機械工学科シラバス p.64） 
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資料５－２－③－３ 

平成 23 年度機械設計実習Ⅲにおけるロボットコンテストの様子

 

（出典：平成 23 年度 学校要覧 p.9） 

 

第４学年においては，機械工学科・電気情報工学科及び制御情報工学科の創成工学実験並びに物質

化学工学科の創成化学工学実験が創造性を育む授業として挙げられる。例えば創成工学実験では，ま

ずC言語プログラミングを学ぶ。次にPICマイコンボードを自作のロボットに搭載し，ロボットを制御

するプログラム開発を行う「ロボット制御コース」，およびPICマイコンボードを使用してエレクト

ロニクス関連のシステム開発を行う「システム設計コース」に分かれる。それぞれのコースでは，プ

ログラムやシステムを実際に構築し，自らのアイデアを具現化しようとする（資料５－２－③－４），

（資料５－２－③－５）。 

物質化学工学科の創成化学工学実験（資料５－２－③－６）では，実験テーマの設定から実験方法，

実験機材に至るすべてを学生が計画し，その結果をまとめ11月に行われる高専祭（文化祭）で来場者

に発表している（資料５－２－③－７）。 
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資料５－２－③－４ 

創成工学実験（前期）のシラバス １／３ 

 

（出典：平成 23 年度 機械工学科シラバス p.88） 
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資料５－２－③－４ 

創成工学実験（後期：ロボット制御コース）のシラバス ２／３ 

 

（出典：平成 23 年度 機械工学科シラバス p.89） 

 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 153 - 

 

 

資料５－２－③－４ 

創成工学実験（後期：システム設計コース）のシラバス ３／３ 

 

（出典：平成 23 年度 機械工学科シラバス p.90） 
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資料５－２－③－５ 

創成工学実験の様子 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－③－６ 

創成化学工学実験のシラバス 

 

（出典：平成 23 年度 物質化学工学科シラバス p.85） 
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資料５－２－③－７ 

創成化学工学実験の高専祭での発表の様子 

  

（出典：学生課資料） 
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機械工学科，電気情報工学科，制御情報工学科および物質化学工学科の第４学年では実践創造技術

を，第５学年では実践工学を開設している。この授業は，実際の現場で活躍している複数の外部講師

の協力のもと，実際の現場で起こっている課題について，学生目線で，学生の自由な発想で解決を図

ることを目的としている。自由な発想を生み出す方法論として，ブレインストーミングなど，複数の

発想法をまず学び，身近な疑問・問題について，その解決法を発想してみることから始め，最終的に

は現場の課題について創造性あふれる解決法を見出すことを目標としている（前出資料５－１－②－

１，前出資料５－１－②－２），（資料５－２－③－８）。 

 

資料５－２－③－８ 

平成 23 年度 実践創造技術の授業風景 １/２ 

（学内課題に対するポスター発表会による問題解決型授業の様子） 

 

（出典：現代 GP『産学 COOP 教育による即戦力型技術者教育』最終成果報告 p.17） 

 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 158 - 

 

 

資料５－２－③－８ 

平成 23 年度 実践創造技術の授業風景 ２/２ 

（学内課題に対するポスター発表会による問題解決型授業の様子） 

 

（出典：現代 GP『産学 COOP 教育による即戦力型技術者教育』最終成果報告 p.18） 
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産業界の実状に触れ，ものづくりを体験的に学習することを目的に，インターンシップ（科目名：

校外実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）を授業科目として設け，校外実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲに関する規則（資料５－２－③－

９）に沿って実施し，単位を与えている（前出資料５－１－②－４～６）。実習終了後，実施報告書

を提出させるとともに，報告会において当該学科の教員とクラスメートに対して体験の成果を発表す

ることを義務づけている。報告書によれば，産業界の実情にふれて進路を決定するうえで非常に参考

になり，勉学意欲が高まったと記載されており，インターンシップの目的が充分に達成されている。

平成23年度夏にインターンシップ受け入れ企業一覧を（資料５－２－③－10）に示す。 

さらに，学生によるインターンシップが終了後，実習先企業を教員が訪問して実習状況の追跡調査

をするとともに次年度受け入れのお願いをしている（資料５－２－③－11）。さらに，地域企業の実

情を知り，就職への意識づけを目的として学内で地域企業情報ガイダンスを開催している（資料５－

２－③－12）。 
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資料５－２－③－９ 

校外実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲに関する規則 

 

（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.91） 
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資料５－２－③－10 

インターンシップ受け入れ企業一覧（平成 23 年度夏） 

 

 個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－③－11 

教員によるインターンシップ先訪問実績（平成 23 年度夏） 

 

 個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料５－２－③－12 

平成 23 年度企業情報ガイダンスの様子 

 

（出典：ウェブページ） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 

本校では創造性やデザイン能力の育成を目的として以下の授業が行われている。 

２年生全員を対象に複数の一般教科（物理，数学，政経，国語，英語）による連携授業を行ってい

る。複数授業で統一テーマを取り上げることで，異なる観点からそのテーマについて深く思考し，総

合的な視点や考え方を学ぶことを狙いとしている。深く考えること，そして総合的な視点を持つこと

は創造性の涵養に役立っている。 

機械工学科第３学年の機械設計実習Ⅲではロボットの設計･製作とコンテストを行っている。この

授業では，移動機構と相手を攻撃する機構を持っている相撲ロボットを製作する。学生は2人一組の

チームを作り，移動機構や攻撃機構などのロボットのコンセプトを考え，3D-CADによってロボットを

設計し，実際にロボット本体を製作し，その動きに不具合があればその原因究明および改善を行う。

この授業ではものづくりの一連の流れを学ぶだけでなく，チームワークの重要性，そして自由な発想

に基づく創造性の涵養に役立つ。 

第４学年においては，機械工学科・電気情報工学科及び制御情報工学科の創成工学実験並びに物質

化学工学科の創成化学工学実験が創造性を育む授業として挙げられる。例えば創成工学実験では，ま

ずC言語プログラミングを学ぶ。次にPICマイコンボードを自作のロボットに搭載し，ロボットを制御

するプログラム開発を行う「ロボット制御コース」，およびPICマイコンボードを使用してエレクト

ロニクス関連のシステム開発を行う「システム設計コース」に分かれる。それぞれのコースでは，プ

ログラムやシステムを実際に構築し，自らのアイデアを具現化しようとする。物質化学工学科の創成
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化学工学実験では，実験テーマの設定から発表まで一貫して学生主体で行っている。このような授業

は，教科書を見ながら教室で受ける座学と異なり，創造性の涵養に役立つ。 

機械工学科，電気情報工学科，制御情報工学科および物質化学工学科の第４学年では実践創造技術

を，第５学年では実践工学を開設している。これらの授業は，実際の現場で活躍している複数の外部

講師の御協力のもと，実際の現場で起こっている課題について，学生目線で，学生の自由な発想で解

決を図ることを目的としている。自由な発想を生み出す方法論として，ブレインストーミングなど，

複数の発想法をまず学び，身近な疑問・問題について，その解決法を発想してみることから始め，最

終的には現場の課題について創造性あふれる解決法を見出すことを目標としている。これらの授業は

まさに創造性を育む教育といえる。 

産業界の実状に触れ，ものづくりを体験的に学習することを目的に，インターンシップ（校外実習

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）を授業科目として設け，校外実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲに関する規程に沿って実施し，単位を与え

ている。実習終了後，実施報告書を提出させるとともに，報告会において当該学科の教員とクラスメ

ートに対して体験の成果を発表することを義務づけている。報告書によれば，産業界の実情にふれて

進路を決定するうえで非常に参考になり，勉学意欲が高まったと記載されており，インターンシップ

の目的が充分に達成されている。さらに，インターンシップについては，学生による研修が終了後，

いくつかの実習先企業を教員が訪問して実習状況の追跡調査をするとともに次年度受け入れのお願い

をしている。これは，前年度の反省や教訓を得るとともに，実習先企業の要望も拝聴することで，イ

ンターンシップの教育効果を最大化しようとするものである。地域企業ガイダンスについては，地元

企業による学生に対するアピールとなる貴重な機会であるだけでなく，地域企業の業種形態や業務内

容などを学生に知ってもらうことで学生側も地域企業の情報を知ることができ，来るべき就職活動に

思いを馳せ，自分のキャリア形成について深く考える良い機会となっている。 

以上のことから，創造性を育む教育方法の工夫が図られており，インターンシップも充分活用され

ている。 

 

観点５－３－①： 教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の実施等，豊かな人間性

の涵養が図られるよう配慮されているか。また，教育の目的に照らして，課外活

動等において，豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

 

教育課程において，一般教育科目は35科目が開講されている（前出資料５－１－①－２）。数学や

物理といった自然科学系はもちろん，国語や政経，歴史，保健体育，英語といった人文社会系科目も

数多く開講されている。豊かな人間性の涵養を図る教養のため，音楽や美術，哲学，第二外国語など

も開講されている。 

本校の特別活動は，第１学年から第３学年について毎週設定されている。特別活動は学年の課程の

修了，進級要件となっている（資料５－３－①－１）。特別活動は，1年の活動計画を，年度当初に

クラス担任が作成する（資料５－３－①－２）。この特別活動実施計画書は同じく年度当初に設定す

る「学年共通の目標」に沿って作成されていて，特別活動実施計画書に基づいて週１単位時間（年間

30単位時間，計90単位時間）の特別活動が実施されている。特別活動の内容は，クラス担任の指導の

みならず，学年集会や交通安全映画会，文化鑑賞（資料５－３－①－３）など多岐に渡っており（資

料５－３－①－４），学生の豊かな人間性涵養に役立っている。年度終わりには，クラス担任に「特
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別活動実施報告書」を提出させている（資料５－３－①－５）。 

 

資料５－３－①－１ 

一関工業高等専門学校の学業成績の評価ならびに学年の課程の 

修了，進級および卒業の認定に関する規則（第 13 条のみ抜粋） 

 

（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.87） 
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資料５－３－①－２ 

平成 23 年度 特別活動実施計画書（例） 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－３－①－３ 

特別活動の一環として実施された文化鑑賞会の様子（平成 23 年度。狂言の鑑賞） 

 

（出典：ウェブページ） 

 

資料５－３－①－４ 

平成 23 年度 特別活動実施内容（学年共通で行われたもの） 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－３－①－５ 

平成 23 年度 特別活動実施報告書（例） 

 

（出典：学生課資料） 
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課外活動は活発に行われている。文化系・体育系・技術系の23のクラブがあり（資料５－３－①－

６），その他に同好会もある。各種大会やコンクールにおいて好成績を挙げているクラブも多い（資

料５－３－①－７）（資料５－３－①－８）。課外活動において，学生たちは互いに協力し合い，心

身を鍛錬したり，技術を向上させたりしながら，友情を培い，豊かな人間性を涵養している。 

また，クラブ活動だけでなく，学生会や寮生会活動，資格取得，各種学会やコンテストでの活躍に

対しても，毎年表彰を行って活動を推奨している（資料５－３－①－９）。 

 

資料５－３－①－６ 

学生会組織内のクラブ 

 

（出典：平成 23 年度 学校要覧 p.33） 
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資料５－３－①－７ 

平成 23 年度 主な大会における記録（表彰対象のもの）１/２ 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－３－①－７ 

平成 23 年度 主な大会における記録（表彰対象のもの）２/２ 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－３－①－８ 

クラブ活動やコンテストにおける成果例 

 

（出典：平成 23 年度 学校要覧 p.34） 

 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 173 - 

 

 

資料５－３－①－９ 

平成 23 年度 表彰学生名簿（抜粋） 

 

（出典：学生課資料） 

 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 174 - 

 

 

その他，豊かな人間性の涵養のために行われているものとしては，校内体育大会（資料５－３－①

－10），高専祭（資料５－３－①－11），３年生合宿研修（資料５－３－①－12），４年生工場見学

旅行（資料５－３－①－13）などが挙げられる。このような多種多様な学校行事は，友情を育み，仲

間との協力の大切さを知るなど，豊かな人間性を涵養することに役立っている。 

 

資料５－３－①－10 

平成 23 年度 校内体育大会の様子 

 
（出典：ウェブページ） 

 

資料５－３－①－11 

平成 23 年度 高専祭の様子 

 

（出典：ウェブページ） 
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資料５－３－①－12 

平成 23 年度 合宿研修のスケジュール 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－３－①－13 

平成 23 年度 工場見学旅行のスケジュール 

 

（出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 

教育課程において，一般教育科目は35科目が開講されている。数学や物理といった自然科学系はも

ちろん，国語や政経，歴史，保健体育，英語といった人文社会系科目も数多く開講されている。豊か

な人間性の涵養を図るため，音楽や美術，哲学，第二外国語など教養教育科目も充実している。35の

一般教育科目のうち，必修科目は22科目，選択必修科目は7科目となっていて，一般教育科目の必修

単位数は72単位である。卒業に必要な単位数が167単位であることを考慮すると，一般教育科目必修

単位数は卒業に必要な単位数の43%を占めており，充実している。 

本校の特別活動は，第１学年から第３学年について毎週設定されている。特別活動は学年の課程の

修了，進級要件となっている。特別活動は，年度当初にクラス担任が計画書を作成し，この計画書に

基づいて週１単位時間の特別活動が実施されている。特別活動の内容は，クラス担任の指導のみなら

ず，学年集会や交通安全映画会，文化鑑賞など多岐に渡っており，学生の豊かな人間性涵養に役立っ

ている。年度終わりには，クラス担任に「特別活動実施報告書」を提出してさせている。 

課外活動は活発に行われている。文化系・体育系・技術系の23のクラブがあり，その他に同好会も

ある。各種大会やコンクールにおいて好成績を挙げているクラブも多い。課外活動において，学生た

ちは互いに協力し合い，心身を鍛錬したり，技術を向上させたりしながら，友情を培い，豊かな人間

性を涵養している。 
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また，クラブ活動だけでなく，学生会や寮生会活動，資格取得，各種学会やコンテストでの活躍に

対しても，毎年表彰を行って活動を推奨している。 

その他，豊かな人間性の涵養のために行われているものとしては，校内体育大会，高専祭，３年生

合宿研修，４年生工場見学旅行などが挙げられる。このような多種多様な学校行事は，友情を育み，

仲間との協力の大切さを知るなど，豊かな人間性を涵養することに役立っている。 

 

観点５－４－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 

成績評価･単位認定及び進級･卒業認定に関わる事項は「一関工業高等専門学校の学業成績の評価並

びに学年の課程の修了，進級及び卒業の認定に関する規則」（以下「成績規則」）（資料５－４－①

－１）に定めている。 

規則や履修ガイドは学生便覧に記載して（資料５－４－①－２）毎年学生に配付するとともに，始

業式，オリエンテーション，ガイダンス等において，教務主事，担任等から内容を繰り返し説明し，

学生への周知を図っている。 

成績評価については教務便覧に明記しており（資料５－４－①－３），特に再試験等に基づく前年

度未修得科目の再評価については，詳述されている。成績評価に際しての教員側の注意事項も教務便

覧にまとめられており，成績評価が厳正に適切に実施されるようにしている（資料５－４－①－４）。 

科目担当教員は，成績規則とシラバスに従って成績評価を行い，教務電算システムへ学生個人個人

の成績を入力する。前期末および学年末には，学生課教務係は科目ごとの成績一覧を出力し，教員は

担当科目の成績を確認して押印することにしている。次に学生課教務係は個人成績表を出力し，学生

に配布する。学生は出欠席および科目ごとの成績を確認し，もし疑義があるときには申し出る期間を

設けている。この期間を経て，最終的な成績が確定される。 

単位認定，進級認定，卒業認定は全教職員出席の進級判定会議および卒業判定会議にて決定される。

会議では，クラスごとの成績一覧を見ながら，確かに進級あるいは卒業条件を満たしているかについ

て，進級・卒業条件一つ一つについて全員が確認し決定している（資料５－４－①－５）。 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 178 - 

 

 

資料５－４－①－１ 

一関工業高等専門学校の学業成績の評価並びに学年の課程の修了，進級 

及び卒業の認定に関する規則 （１/４）

 

（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.86） 
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資料５－４－①－１ 

一関工業高等専門学校の学業成績の評価並びに学年の課程の修了，進級 

及び卒業の認定に関する規則 （２/４） 

 

（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.87） 
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資料５－４－①－１ 

一関工業高等専門学校の学業成績の評価並びに学年の課程の修了，進級 

及び卒業の認定に関する規則 （３/４） 

 

（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.88） 
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資料５－４－①－１ 

一関工業高等専門学校の学業成績の評価並びに学年の課程の修了，進級 

及び卒業の認定に関する規則 （４/４） 

 

（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.89） 

 

資料５－４－①－２ 

成績評価等の周知（抜粋） 

 

（出典：平成 23 年度 学生便覧 p.11） 
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資料５－４－①－３ 

学業成績の評価 

 

（出典：平成 23 年度 教務便覧 p.2, 3） 
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資料５－４－①－４ 

成績評価における教員側の留意事項 １/２ 

 

（出典：平成 23 年度 教務便覧 p.13, 14） 
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資料５－４－①－４ 

成績評価における教員側の留意事項 ２/２ 

 
（出典：平成 23 年度 教務便覧 p.15） 
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資料５－４－①－５ 

平成 23 年度 進級判定資料の例 

 

 個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

成績評価･単位認定及び進級･卒業認定に関わる事項は規則に適切に定めている。 

規則や履修ガイドは学生便覧に記載して毎年学生に配付するとともに，多くの機会を捉えて教務主

事，担任等から繰り返し説明し，学生への周知を図っている。成績評価については教務便覧に明記さ

れており，特に再試験等に基づく前年度未修得科目の再評価については詳述されている。成績評価に

際しての教員側の注意事項も教務便覧にまとめられており，成績評価が厳正に適切に実施されるよう

にしている。 

科目担当教員は，教務システムに成績を入力するが，その後で紙媒体に出力した成績一覧にてもう

一度成績を確認することとしている。これは，教員の成績入力ミス防止のためである。さらに，個人

成績表を学生自身に確認させ，疑義を申し出る期間を設けることでも，成績認定ミスを防止している。

このように，二重三重のチェックを経ることで，成績評価にミスが無いよう細心の注意が払われてい

る。単位認定，進級認定，卒業認定は全教職員出席の進級判定会議および卒業判定会議にて決定され

る。会議では，クラスごとの成績一覧を見ながら，確かに進級あるいは卒業条件を満たしているかに

ついて，進級・卒業条件一つ一つについて全員が確認し決定している。進級認定および卒業認定は全

教員によって厳正に，適正に行われている。 

以上のことから，成績評価・単位認定規程や進級・卒業認定規程が組織として策定され，学生に周

知されており，これらの規程に従って，成績評価，単位認定，進級認定，卒業認定が適切に実施され

ている。 
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＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 教育の目的に照らして，準学士課程の教育との連携，及び準学士課程の教育か

らの発展等を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

 

準学士課程の機械工学科，電気情報工学科，制御情報工学科と生産工学専攻及び物質化学工学科と

物質化学工学専攻との関連を資料５－５－①－１に示す。また，準学士課程４，５年から専攻科課程

への授業科目の接続について資料５－５－①－２に示す。 

専攻科課程の教育内容は，準学士課程の教育内容と連携しているだけでなく，より深化させるとと

もに複合的領域にも対応できる配置となっている。例えば英語については，準学士課程における基礎

的な内容から専攻科課程で求められる，より実用的なTOEIC400点以上のレベルに達するように授業科

目が配置されている（前出資料２－２－②―１）。専門科目についても，準学士課程における専門基

礎から専門応用を経て専攻科に接続する科目配置となっている。さらに，準学士課程における卒業研

究の内容が，専攻科課程の特別研究に継続するように配慮している。 

 

資料５－５－①－１ 

準学士課程と専攻科課程の関連図 

 

（出典：平成 23 年度 学校要覧 p.27） 
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資料５－５－①－２ 

準学士課程４，５年から専攻科課程への授業科目の接続図 １／４ 

 

（出典：平成 23 年度 専攻科シラバス p.9） 
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資料５－５－①－２ 

準学士課程４，５年から専攻科課程への授業科目の接続図 ２／４ 

 

（出典：平成 23 年度 専攻科シラバス p.11） 
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資料５－５－①－２ 

準学士課程４，５年から専攻科課程への授業科目の接続図 ３／４ 

 

（出典：平成 23 年度 専攻科シラバス p.13） 
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資料５－５－①－２ 

準学士課程４，５年から専攻科課程への授業科目の接続図 ４／４ 

 

（出典：平成 23 年度 専攻科シラバス p.15） 

 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 192 - 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 

専攻科課程は準学士課程と連携を保ち，準学士課程の教育をさらに発展させるとともに複眼的視野

を育成するために複合的領域に対応できる連携した科目配置となっている。また，準学士課程におけ

る卒業研究の内容が特別研究へ発展的に継続されるよう配慮されている。 

以上のことから，準学士課程の教育との連携・発展を考慮した教育課程となっている。 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成

されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，

教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 

専攻科課程では，「創造的開発力を持つ技術者の育成」「国際化に対応できる技術者の育成」「地

域との研究交流の促進を図れる技術者の育成」の教育方針に沿って，資料５－５－②－１に示す教育

課程を編成している。 

生産工学専攻における教育課程は，準学士課程の機械工学科，制御情報工学科，電気情報工学科，

それぞれの専門科目が複合しており，それぞれ得意とする専門領域の深い知識・能力だけでなく，異

なる分野の基本的素養をも兼ね備えて，複合的生産システムに対応できるエンジニアを育成できるよ

うに編成されている。一方，物質化学工学専攻における教育課程は，準学士課程の物質化学工学科の

専門科目の上に，さらに化学及び生物工学の広範な分野の諸問題にも対応できるように編成されてい

る。 

専攻科の教育課程は，創造的開発力を育成するため両専攻それぞれに専門科目を配置しており，学

生が得意とする分野の知識をいっそう深めることができるように，また，興味をもつ科目を履修でき

るようになっている。また，一般科目として国際化に対応するため両専攻必修の英語，複合的な領域

にも対応するため両専攻に共通の専攻共通科目が配置されている。これらの科目配置は，シラバスの

授業科目の流れ図に示すようにその接続性は適切に体系化されており，専攻科課程の修了時に身につ

けるべき資質・学力が学士レベルとなるような科目内容になっている。 
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資料５－５－②－１ 

教育課程（生産工学専攻）１／２ 

 

（出典：平成 23 年度 専攻科シラバス p.2） 
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資料５－５－②－１ 

教育課程（物質化学工学専攻）２／２ 

 

（出典：平成 23 年度 専攻科シラバス p.3） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

専攻科の教育課程は，創造的開発力を育成するため両専攻それぞれに専門科目を配置しており，

学生が得意とする分野の知識をいっそう深めることができるように，また，興味をもつ科目を集中的

に履修できるようになっている。さらに，一般科目として国際化に対応するため両専攻必修の英語，

複合的な領域にも対応するため専攻共通科目が配置されている。これらの科目配置は，シラバスの授

業科目の流れ図に示すようにその接続性は適切に体系化されており，専攻科課程の修了時に身につけ

ておくべき資質・学力が学士レベルとなるような科目内容になっている。 

以上のことから，教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程の体系性が確保さ

れている。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成する

ために適切なものになっている。 

 

観点５－５－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発

展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

 

学生の多様なニーズに応えるため，専攻科では履修等に関する規程第３条（資料５－５－③－１）

に定めるように他専攻の授業科目についても６単位を上限とし，専門科目（選択科目）として履修す

ることができる。また，大学及び教育施設において修得した単位は，20単位を超えない範囲で専攻科

における授業科目の履修と見なし，単位の修得を認定することができるように配慮している。 

専攻科では専攻共通の必修科目にインターンシップを配置し，全員に履修させている（資料５－５

－③－２）。インターンシップは，専攻科１年生の夏季休業期間中に２週間（実質10日）実施し，終

了後にパワーポイントを使用した報告会を行うとともに報告書にまとめて提出させ，審査により単位

認定を行っている（資料５－５－③－３）。専攻科生のインターンシップの単位認定方法は資料５－

５－③－４のとおりである。 

 

資料５－５－③－１ 

一関工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程（抜粋） 

第３条 授業科目の履修に当たっては，年度当初に別に定める「履修届」を指導教員と相談のう

え，に提出しなければならない。なお，他専攻の授業科目についても６単位を上限とし，専門科

目（選択科目）として履修することができるものとする。 

第８条 大学及び他の教育施設において開設する授業科目の履修を希望する者は，事前に別に定め

る「受講願」を提出しなければならない。 

２ 前項の規定により授業科目を履修し取得した単位については，20 単位を超えない範囲で専攻科

における授業科目の履修と見なし，単位の修得を認定することができる。 

（出典：ウェブページ（一関高専規則集／第６章 教務・厚生補導）） 
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資料５－５－③－２ 

一関工業高等専門学校専攻科インターンシップに関する要項（抜粋） 

（趣旨） 

第１ この要項は，一関工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規則第３条の規定に基

づき，夏季等の休業期間中に一関工業高等専門学校専攻科（以下「専攻科」という。）以外の産業界

において，インターンシップを行うことに関して，必要な事項を定める。 

（インターンシップの目的） 

第２ 学生がインターンシップを通じて，専攻科で修得する理論・知識・技術が産業の各分野でいか

に活用されているか等を学ぶと共に，産業界の実状に触れ，将来技術者として産業界で活躍するため

の就業意識を高め，社会的要請を認識した技術発展等のあり方・問題意識を深める心構え等につい

て，体得することを目的とする。 

（インターンシップの種類） 

第３ インターンシップは，専攻科の授業科目（選択科目）の一環として実施する。 

（履修の学年及び時期等） 

第４ インターンシップは，原則として第１学年の夏季休業期間中に２週間（実質10日）実施する。

ただし，特別な事情がある場合は，他の休業期間中に実施することができる。 

（インターンシップに係る費用） 

第５  インターンシップを行うために要する費用は，学生の負担とする。 

（履修の手続） 

第６ インターンシップを履修しようとするときは，年度当初に提出する履修届に履修の有無を届け

出なければ，履修することはできない。 

（インターンシップ申込書及び誓約書） 

第７ 前条により履修を届け出た者は，「インターンシップ申込書」（様式第１号），「誓約書」

（様式第２号）及び履歴書（様式任意）を校長を経て，インターンシップ機関へ提出しなければなら

ない。 

（インターンシップの心得等） 

第８ インターンシップを履修する者は，別に定める日に実施する専攻長による事前指導（ガイダン

ス）を履修しなければならない。２ 学生は，インターンシップ先の担当者等の指導を受けると共

に，専攻科が別に定めるインターンシップ心得を守らなければならない。 

３  インターンシップの期間中，専攻長又は副専攻長が受け入れ先の企業等を訪問し，学生を指導す

ることもあるので，指導を受けた内容等については，一日の終了後整理をしておかなければならな

い。 

（報告書） 

第９ インターンシップを終了した者は，インターンシップ終了後，速やかに「インターンシップ終

了報告書」（様式第３号）を特別研究の指導教員に提出し，専攻長が別に定める日に実施する事後指

導（報告会）を受けなければ，インターンシップの単位は認められない。 

２ 所定の課程を修了したときは，専攻長がインターンシップ終了の認定を行い，「インターンシッ

プ報告書」（様式第４号）により校長に報告しなければならない。 

（出典：ウェブページ（一関高専規則集／第７章 教務・厚生補導）） 
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資料５－５－③－３ 

インターンシップ報告書例 

 

個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－５－③－４ 

インターンシップのシラバス 

 
（出典：平成 23 年度 専攻科シラバス p.22） 
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また，学術の発展動向を知るために第一線で活躍している講師を招き，学校主催の先端科学特別講

演会（前出資料５－１－②－３）を開催している。また，本校ではTOEICスコアー400点以上をJABEE

教育プログラムの修了要件としているため英語力の増進は必須である。TOEIC-IP試験を年５回実施し

て，学生の受験を促している。また，専攻科２年生でTOEICスコアー400点に到達していない学生を対

象に前期２コマの補習授業を実施している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 

学生の多様なニーズに応えるために，他専攻の授業科目も履修できる制度や大学及び教育機関にお

いて修得した単位と他の教育施設等における学修を単位として認定できるように配慮している。イン

ターンシップは，全ての学生に履修させ単位認定を行っている。また，学術の発展動向に対応した先

端科学特別講演会も実施している。 

以上のように，学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編

成に配慮している。 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

（観点に係る状況）  

 

専攻科課程の授業形態ごとの開設単位数及び時間数は資料５－６－①―１に示すとおりである。 

授業形態毎の開設時間数は生産・物質化学工学特別研究，生産・物質化学工学演習，創造工学特別

実験を合わせた時間が総開設時間数の過半数で，実践的技術者育成に重点を置いた比率になっており，

本校の教育方針に定める「創造的開発力を持ち，地域との研究交流を図れる技術者の育成」に対して

バランスの取れた適切な配置になっている。 

 

資料５－６－①―１ 

開設単位及び時間数（生産工学専攻科課程）（平成23年度） 

授業形態 講義 特別研究 演習 特別実験 計 

必修 選択 

単位数 16 46 16 ４ １ 83 

時間数 240 690 720 120 45 1815 

（出典：教育課程表より集計） 
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専攻科の１学年の定員は，生産工学専攻が12名，物質化学工学専攻が４名で計16名である。平成23

年度の現員は，生産工学専攻が第１学年16名，第２学年17名，物質化学工学専攻が第１学年6名，第

２学年7名であり，定員の約1.5倍となっている。講義も特別研究も少人数教育を特徴としており，き

め細かで行き届いた指導が可能である（資料５－６－①―２）。 

専門の専攻共通科目を設定し，両専攻の学生が専攻の枠を超えて他分野の授業科目を履修でき，幅

広い知識や複眼的な視野が持てるようにしている（前出資料５－５－②－１）。さらに創造工学特別

実験では両専攻の学生が小グループを作り，それぞれの専門を生かしながら与えられたテーマで「も

のづくり」を行い，実践的創造性を養っている。最終的にはそれぞれのグループが出来上がった作品

やプレゼンテーションを行い，互いに評価するシステムを取っている（資料５－６－①－３）。 
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資料５－６－①－２ 

科目履修者一覧 

 

個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－①－３ 

創造工学特別実験シラバス 

 

（出典：平成 23 年度 専攻科シラバス p.21） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

専門の専攻共通科目を設定し，両専攻の学生が専攻の枠を超えて他分野の授業科目を履修でき，幅

広い知識や複眼的な視野が持てるようにしている。さらに創造工学特別実験では実践的創造性を養っ

ている。授業形態毎の開設時間数は特別研究，演習，創造工学特別実験を合わせた時間が総開設時間

数の過半数で，実践的技術者育成に重点を置いた比率になっており，バランスの取れた適切な配置に

なっている。専攻科の履修生は１学年16名の定員に対して約1.5倍であり，講義も特別研究も少人数

教育を特徴としており，きめ細かで行き届いた指導が可能である 

以上のことから，教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切

であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 

 

観点５－６－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 

シラバスは毎年改善を繰り返し現在に至っている。シラバスには授業の目標概要，対応する学習･

教育目標，授業項目，評価内容，評価方法･評価基準，教科書･参考書，オフィスアワーが記載されて

いる。また，事前学習・履修上の留意点の欄には，当該科目の履修に関連する他の科目等の事前の準

備学習が必要であることなどが記載されている（資料５－６－②－１）。最初の授業の際にシラバス

の内容について説明し，授業内容や評価法等について学生に理解させ，また，授業の進度を確認する

ためにシラバスを活用している。 

学生もシラバスに記載された授業内容などを確認して科目を選択したり，授業の予習・復習に役立

てたりしており，シラバスは十分に活用されている。さらに，学生は自ら達成度の点検を行い，教育

目標の達成度と科目内容の習得状況を確認している。また，達成度の点検は学生のみならず，教員が

学生の達成度を随時確認し授業に反映させることとしている。 

シラバスは授業科目の流れ図（前出資料５－５－①－２）を添付し，授業科目の接続や教育目標と

の関連を明確にしている。 
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資料５－６－②－１ 

シラバス様式（抜粋） 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

シラバスには授業の目標概要，対応する学習･教育目標，授業項目，評価内容，評価方法･評価基準，

教科書･参考書，オフィスアワーが記載されている。また，事前学習・履修上の留意点の欄には，当

該科目の履修に関連する他の科目等の事前の準備学習が必要であることなどが記載されている。 

授業内容や評価法等について学生に理解させ，また，授業の進度を確認するためにシラバスを活用

している。学生はシラバスに記載された授業内容などを確認して科目を選択したり，授業の予習・復

習に役立てたりしている。教員も学生の達成度を随時確認し授業に反映させている。 

以上のことから，教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，教

育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用されている。 

 

観点５－６－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活

用が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 

特別研究，創造工学特別実験は，創造性を養うために最も効果的な科目である。特別研究では，工

学に関する高度な研究課題を遂行することによってその課題に関する文献調査，研究方法の調査と研

究装置の構築などを行い，創造力，問題解決能力を育成する。また，その能力をもとに将来の研究方

向を展望し問題提起ができるようになることを目的としている（資料５－６－③―１）（資料５－６

－③―２）。 
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資料５－６－③－１ 

特別研究シラバス 

 

（出典：平成 23 年度 専攻科シラバス p.36） 
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資料５－６－③－２ 

特別研究論文題目 

 

（出典：平成 23 年度 特別研究論文集） 
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PBLを意識した科目として創造工学特別実験がある。これは両専攻の学生が専攻の枠を超えて小グ

ループを作り，それぞれの専門を生かしながら与えられた条件での「ものづくり」を行う。最終的に

はグループごとに出来上がった作品についてプレゼンテーションを行い，互いに評価し合う。このよ

うに計画から実際の「ものづくり」，発表までを学生が自主的に行っており，創造性の育成に生かさ

れている（前出資料５－６－①－３）（資料５－６－③―３）。 

 

資料５－６－③－３ 

創造工学特別実験 

 

（出典：平成 23 年度用 学校案内 p.15） 

 

インターンシップは専攻科の必修科目（２単位）であり，修了要件としてすべての学生に義務付け

ている。インターンシップは，専攻科１年生の夏季休業期間中に２週間（実質10日）実施し，終了後

にパワーポイントを使用した報告会を行うとともに報告書にまとめて提出させ，審査により単位認定

を行っている（前出資料５－５－③－３）。さらに，インターンシップを長期化することによりその

効果を高め，視野を広げ国際性を身につけさせるために海外インターンシップを検討しているところ

である。 

インターンシップ受入実績のある企業へは，教員だけでなく教育コーディネーターも企業訪問を行

った。平成23年度には関東地方の企業では９社を訪問した（資料５－６－③－４）。この訪問の際に，

次年度以降のインターンシップの受入を打診される企業もあり，継続的な受入を維持している。 

 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 209 - 

 

 

資料５－６－③－４ 

教育コーディネーターによる企業訪問報告１／２ 

 

 個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－③－４ 

教育コーディネーターによる企業訪問報告２／２ 

 

 個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

特別研究，創造工学特別実験は，創造性を養うために最も効果的な科目である。特別研究は，工学

に関する高度な研究課題を遂行することによって問題発見能力，創造力，問題解決能力を育成する。

特別実験は，実験テーマに基づき各専門を生かし実験方法を自ら創意工夫しながら，計測して得られ

た実験データについて十分に考察し，問題解決能力を養う。さらに，PBLを意識した科目として創造

工学特別実験があり，両専攻の学生が専攻の枠を超えて小グループを作り，それぞれの専門を生かし

ながら与えられた条件での「ものづくり」を行う。 最終的にはグループごとに出来上がった作品に

ついてプレゼンテーションを行い，互いに評価し合う。このように計画から実際の「ものづくり」，

発表 までを学生が自主的に行っており，創造性の育成に生かされている。 

インターンシップの受け入れ先も企業訪問などを行い，継続的に開拓を推進している。 

以上のことから，創造性を育む教育方法（PBLなど）の工夫やインターンシップの活用が行われて

いる。 

 

観点５－７－①： 教育の目的に照らして，教養教育や研究指導が適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 

専攻科における特別研究は，主指導教員及び副指導教員の緊密な連絡，討議，指導のもとに複数体

制で行われている。学生は，公表されている教員の特別研究テーマと内容を検討し，その希望に基づ

いて指導教員と研究テーマを決定している。（前出資料５－６－③－２）。研究内容は学会発表等が

できる水準まで引き上げることを目標にしている（資料５－７－①－１）。また，研究活動は毎日の

「特別研究実施記録」に記載されて，その研究指導状況が明確に把握できるようになっている（資料

５－７－①－２）。 
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資料５－７－①－１ 

特別研究の学会発表例 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－２ 

特別研究 実施記録 

 

 個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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技術職員は指導教員からの業務依頼書に基づいて実験装置製作，試料作成，機器の操作などにより

研究活動を強力にサポートできるように配置されている（資料５－７－①－３）。 

 

資料５－７－①－３ 

技術職員への業務依頼書 

 

（出典：技術室資料） 

 

特別研究の進捗状況と内容を把握するために，第２学年の７月に中間発表を行っている（資料５

－７－①－４）。また，第２学年終了時には特別研究発表会を行い，定められた評価方法により適正
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に評価をしている（前出資料５－６－③－１）（資料５－７－①－５）。 

 

資料５－７－①－４ 

特別研究 中間発表 要旨 １／２ 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－４ 

特別研究 中間発表 要旨 ２／２ 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－５ 

特別研究 評価例 

 

 個人情報等保護のため削除 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 

特別研究は，主指導教員及び副指導教員の指導のもとに行われている。指導教員の決定は，学生の

研究テーマ等の希望を取り入れて行っている。研究内容はそれぞれの指導教員の専門分野に関連し，

学会発表等ができるレベルになっている。技術職員は実験装置製作，試料作成，機器の操作など研究

活動のサポートをしている。 

以上のことから，専攻科で修学するにふさわしい研究指導が行われている。 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 

成績評価・単位認定及び修了認定に係わる事項は「一関工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修

等に関する規程」（資料５－８－①－１）に定められている。規則や履修ガイドは学生便覧に記載さ

れて毎年学生に配付されるとともに，専攻科入学時及び始業式において，専攻科長，専攻長・副専攻

長から説明され，学生への周知が図られている。最初の授業時間に，シラバスをもとに科目担当教員

から１単位の学修時間は授業時間及び自己学習時間を合わせて45時間であることも周知されている。

（資料５－８－①－２） 

科目担当教員は，「一関工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程」及びシラバス

に従って成績評価・単位認定を行っている。修了の認定は，専攻科修了判定会議の議を経て運営委員

会に諮り校長により行われている。 
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資料５－８－①－１ 

一関工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

 

（出典：ウェブページ（一関高専規則集／第６章 教務・厚生補導）） 
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資料５－８－①－２ 

シラバスの例 

 

（出典：平成 23 年度 専攻科シラバス p.23） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 

成績評価・単位認定及び修了認定に係わる事項は規則に定めている。規則や履修ガイドは学生便覧

に記載して毎年学生に配付するとともに，入学時等において学生への周知を図っている。１単位の履

修時間が授業時間及び自己学習時間を合わせて45時間であることも周知している。科目担当教員は，

規則等に従って成績評価を行い，専攻科修了判定会議にて修了判定を厳正に行っている。 

以上のことから，成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知され

ている。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切に実施されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 

・ 第４学年「実践創造技術」では，第５学年「実践工学」を開講し，実践的技術者教育に力を入

れている。 

・ 学生の多様なニーズに応えるため，先端科学特別講演会を開いたり，インターンシップを奨励

したりしている。また，ロボット製作などの「課題研究」，各種資格取得に対する「特別学

修」は単位認定の規則が定められ，単位取得が奨励されている。 

・ 第１学年で混合学級制をとっており，一般科目だけでなく，ほとんどの専門科目も所属学科に

関わらず全学科共通で受講することができる。 

・ 基礎学力不足の新入生対策として，週１回の補習を授業時間割に組み込んでいる（英語および

数学）。 

・ 英語の自主学習に役立つ「e-learning」システムを学生が利用できる。 

・ 「Moodle」を利用して，教員と学生の双方向のコミュニケーションが取れる。 

・ 学生同士の教え合いの仕組み（ティーチング・アシスタント）を導入し，先輩が後輩に勉強を

教える日と場所を設定している。 

・ 教員は授業の「学習指導案」を作成する試みを始め，授業改善に取り組んでいる。また，その

時間には必ず教員が在室する「オフィスアワー」を設定し，学生の来室を促している。 

・ 複数科目で統一テーマを取り上げる「連携授業」や，ロボットの設計・製作を行う授業など，

創造性を育む授業が多く開講されている。 

・ 課外活動は活発に行われている。文化系・体育系・技術系の 23 のクラブがあり，その他に同

好会もある。各種大会やコンクールにおいて好成績を挙げているクラブも多い。また，クラブ

活動だけでなく，学生会や寮生会活動，資格取得，各種学会やコンテストでの活躍に対しても，

毎年表彰を行って活動を推奨している。 

 

（改善を要する点）  

 

該当なし 
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（３）基準５の自己評価の概要 

 

（準学士課程） 

教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程が体系的に編成されてい

る。授業内容は，全体として教育課程の編成の趣旨に沿っており，教育の目的を達成するために適切

なものになっている。 

教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発展の動向，社会から

の要請等に配慮している。具体的には，コース制の採用，授業科目「実践創造技術」および「実践工

学」，先端科学特別講演会，インターンシップ，課題研究や特別学修などである。 

教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切である。また，そ

れぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。具体例としては，補習授業，e-

learningやMoodle，充実した台数のパソコン環境で行われる演習系授業，学生同士の教え合いの仕組

み，教員の「学習指導案」作成，オフィスアワーの設定などが挙げられる。 

教育課程の編成の趣旨に沿ってシラバスが作成され，事前に行う準備学習，教育方法や内容，達成

目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用されている。 

創造性を育む教育方法の工夫が図られている。授業科目「実践創造技術」および「実践工学」，複

数科目で統一テーマを取り上げる「連携授業」，ロボットの設計・製作を行う授業などが創造性を育

む教育方法の工夫である。 

インターンシップの活用が図られている。グローバル化に対応するため，海外インターンシップに

も学生を派遣している。 

教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の実施等，豊かな人間性の涵養が図られるよ

う配慮されている。また，教育の目的に照らして，課外活動等において，豊かな人間性の涵養が図ら

れるよう配慮されている。校内体育大会，高専祭，３年生合宿研修，４年生工場見学旅行などの多種

多様な学校行事は，学生の豊かな人間性の涵養に役立っている。 

成績評価・単位認定規程や進級・卒業認定規程が組織として策定され，学生に周知されている。ま

た，これらの規程に従って，成績評価，単位認定，進級認定，卒業認定が適切に実施されている。 

 

（専攻科課程） 

専攻科課程の教育内容は，準学士課程の教育内容と連携しているだけでなく，より深化させるとと

もに複合的領域にも対応できる配置となっており，教育課程の体系性が確保されている。シラバスに

記載されているそれぞれの授業内容は，専攻科で育成する人材像に対して配慮されており，全体とし

て教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている。 

学生の多様なニーズに対応して学術の発展動向，社会からの要請等に対応したインターンシップや

語学教育，特別講演会を実施し，教育課程の編成に配慮している。インターンシップ受け入れ企業に

ついては継続的な開拓を推進している。 

講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切

な学習指導法の工夫がなされている。特に，創造性を育む教育方法（PBLなど）の工夫やインターン

シップの活用が行われている。 

教育課程の編成の趣旨に沿ってシラバスが作成され，事前に行う準備学習，教育方法や内容，達成

目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用されている。また，シラバスは達成度の点検
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にも利用できるようになっている。 

複数指導教員体制がとられ，研究テーマの決定は学生の希望を取り入れ，技術職員の十分なサポー

トが得られ，学会発表ができる水準の研究になっており，専攻科で修学するにふさわしい研究指導が

行われている。 

 


